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地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）とは 

⽮掛町地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）は、⽮掛町全域を対象とした温室効果ガスの
削減のための計画であり、町内で⽣活・活動する全ての⽅が、⾃ら率先して、また互いに連携・協⼒
して地球温暖化対策に取り組むための指針となるものです。 

 計画期間 

2026 年度〜2030 年度 
 基準年度 

2013 年度 
 ⽬標年度 

2030 年度 
 対象ガス 

⼆酸化炭素（CO2） 

本町では、これまで⽮掛町役場本
庁舎、やかげ⽂化センター等に⾼効
率空調設備や LED 照明を導⼊す
るなど、町有施設における温室効果
ガス排出量の削減に継続的に取り
組んできました。 

本計画策定を契機に、本町は、
2050 年までに⼆酸化炭素の実質
排出量をゼロとする「ゼロカーボンシ
ティ」に挑戦することを表明しました。 
地球規模の⼤きな課題に対し、⾼
い⽬的意識を持って地球温暖化対
策に取り組んで⾏きます。 

どんな計画なの︖ 

地域全体でのカーボンニュートラルの
実現に向けて、⾏政だけではなく町
⺠や事業者、団体等を含めたあら
ゆる主体が⼀体となって取組を推進
していく必要があります。 
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平均気温の上昇 

最寄りの倉敷観測所における年平均気温は、⻑期的に⾒ると上昇傾向にあります。また、平均気温
の上昇に伴って、猛暑⽇（⽇最⾼気温が 35℃以上の⽇）の⽇数も増加傾向にあり、2024 年に
は 34 ⽇観測されています。 

地球温暖化って進んでいるの︖ 
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年平均気温、猛暑⽇⽇数の推移  

資料︓気象庁 HP 

このまま地球温暖化が進⾏すると、⾃然災害や健康被害、農林⽔産物被害に関するリスクが現在
よりも増⼤すると考えられています。 

資料︓岡⼭県の気候変動（岡⼭地⽅気象台） 

岡⼭県の年平均気温の変化予測  岡⼭県の 21 世紀末の気候を予
測した結果によると、温室効果ガ
スの排出削減対策が今後ほとん
ど進まず、地球温暖化が最も進
⾏する場合では、年平均気温は
1981〜2010 年までの平均値と
⽐較して約 4.3℃上昇し、猛暑
⽇は年間で約 32 ⽇に増加する
と予測されています。 
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温室効果ガス排出量の推移 

森林吸収量を加味すると、2022 年度の本町の温室効果ガス排出量は 107.5 千 t-CO2 となって
います。基準年度である 2013 年度以降は減少傾向にあり、2013 年度と⽐べると 25.1％減少し
ています。 

どのくらい温室効果ガスが出ているの︖ 

温室効果ガス排出量及び森林吸収量の推移  

産業部⾨
55.4%

業務部⾨
7.7%

家庭部⾨
15.0%

運輸部⾨
21.2%

廃棄物部⾨ 0.7%

2022年度
119.1

千t-CO2

家庭や職場で使⽤する電気やガス、灯油等、⾃動⾞で使⽤するガソリンや軽油、ごみを出したときに
含まれるプラスチック等、私たちが暮らすうえで様々なところで温室効果ガスを排出しています。 

部⾨別の排出割合  

2013 年度⽐ 
25.1％減少 

 
製造業、農林⽔産業、建設業・
鉱業でのエネルギーの使⽤に伴う
排出 

産業部⾨ 

 
⼀般廃棄物に含まれるプラスチック
類の焼却に伴う排出 

廃棄物部⾨ 
 
⾃動⾞の⾛⾏や鉄道の運⾏での
エネルギーの使⽤に伴う排出 

運輸部⾨ 

 
住宅でのエネルギーの使⽤に伴う
排出 

家庭部⾨ 

 
事業所(オフィス等)でのエネルギー
の使⽤に伴う排出 

業務部⾨ 
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温室効果ガス削減⽬標 

本町では、2050 年度のカーボンニュートラルの実現を⾒据え、「2030 年度に 2013 年度⽐で
46％削減」を⽬指します。 

どのくらい減らせばいいの︖ 

温室効果ガス削減⽬標  

本町では、再⽣可能エネルギーの最⼤限導⼊や省エネルギー対策の促進を図るとともに、国等の電
源対策や健全な森林経営による吸収源対策とあわせて、カーボンニュートラルの実現を⽬指します。 

本町の温室効果ガス排出量
は減少傾向にあります。 

カーボンニュートラルの実現 
のためには、さらなる削減
が必要です。 

資料︓環境省 HP 

カーボンニュートラルのイメージ  カーボンニュートラルとは、温室効
果ガスの「排出量」から、植林や
森林管理等による「吸収量」を差
し引いて、合計を実質ゼロにする
ことです。国の⽬標を踏まえ、地
⽅⾃治体でもカーボンニュートラル
を⽬指す動きが広がっています。 

2030 年度に 
2013 年度⽐ 
▲46％ 
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どんなことに取り組んでいくの︖ 

太陽光発電の導⼊促進 
●補助制度の周知による太陽光 

発電設備の導⼊促進 
●PPA モデルやリース⽅式等に 

関する情報発信 
●防災拠点や避難場所への太陽光発電 

設備と蓄電池の導⼊検討 
●公共施設の取組内容に関する情報発信

を通じた町⺠や事業者への取組の波及 

 
●ソーラーカーポートの導⼊促進 
●太陽光パネルの廃棄やリサイクルに関する

情報発信 
●⺠間主導による⽔上太陽光発電や営農

型太陽光発電（ソーラーシェアリング）の
導⼊促進 

●「岡⼭県太陽光発電施設の安全な導⼊
を促進する条例」の周知 

再⽣可能エネルギーの導⼊促進 

再⽣可能エネルギー由来の電⼒の活⽤ 技術⾰新に関する情報収集 
●ペロブスカイト太陽電池等の新技術に関す

る情報収集 

 
●再⽣可能エネルギー由来の電⼒の活⽤に

向けた普及啓発 

その他の再⽣可能エネルギーの活⽤に向けた調査・検討 
●未利⽤材の活⽤に向けた、⼩規模⽊質バイオマス発電や⽊質バイオマスボイラーの導⼊可能

性についての調査・検討 
●公共施設への地中熱利⽤の導⼊可能性についての調査・検討 

PPA とは 
電⼒購⼊契約の略

称で、発電事業者が太
陽光発電設備を設置・
維持管理し、その発電
された電気を需要家に
販売する仕組みです。 

需要家には、太陽光
発電設備の導⼊を初
期投資ゼロで⾏えるとい
ったメリットがあります。 資料︓環境省 HP 

１
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公共施設の省エネルギー対策の推進 
●「⽮掛町地球温暖化対策実⾏計画（事

務事業編）第五期計画」に基づく⾏政の
事務及び事業から排出される温室効果ガ
ス排出量の削減 

省エネルギー対策の推進 

脱炭素型のライフスタイルへの転換促進  
●脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創

る国⺠運動（通称︓デコ活）に関する
情報発信を通じた脱炭素型ライフスタイル
やビジネススタイルへの転換促進 

家庭・事業所の省エネルギー対策の推進 
●LED 照明や省エネルギー性能の⾼い空調設備等へ

の買い替えの促進 
●うちエコ診断や省エネ診断の活⽤による省エネルギー

対策の促進 
●エネルギーマネジメントシステムの活⽤によるエネルギー

使⽤の効率化の促進 
●中⼩事業者における脱炭素経営の促進 
●ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）やネット・ゼロ・

エネルギー・ビル（ZEB）の導⼊促進 

ZEH・ZEB とは 
断熱性・省エネ性能を上げるとともに、

太陽光発電等でエネルギーを創ることに
より、年間の⼀次消費エネルギー量（空
調・給湯・照明・換気）の収⽀を実質ゼ
ロとする住宅やビルのことです。 

光熱費を安く抑えることができるほか、
太陽光発電や蓄電池を活⽤することで
⾮常時でも安⼼して⽣活ができます。 

脱炭素型の移動の促進 
●公共交通機関や⾃転⾞の利⽤促進 
●エコドライブの促進 
●宅配便の再配達のなくすための普及啓発 
●共同輸配送による輸配送の効率化の促進 
●観光客向けのレンタサイクルの貸し出しによ

る⾃動⾞利⽤の抑制 

次世代⾃動⾞の普及促進 
●電気⾃動⾞等の導⼊促進 
●充電設備の導⼊促進 

脱炭素型まちづくりの推進 

森林吸収源対策の推進 
●森林環境譲与税を活⽤した森林整備 
●「企業との協働の森づくり」への参加促進 

ごみの減量化の促進 
●使い捨てプラスチック製品の使⽤抑制 
●ごみ袋等のバイオマスプラスチック類を含む

製品の率先導⼊ 

ごみの資源化の促進 
●ごみの分別に関する情報発信 

を通じた分別意識の向上 

循環型社会への転換 

２ 

３ 

４ 
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私たちができること︕ 

脱炭素につながる新しい豊かな暮らしの 10 年後のイメージ  

デコ活とは、⼆酸化炭素（CO2）を減らす（DE）脱炭素（Decarbo-nization）と、環境に
良いエコ（Eco）を含む”デコ”と活動・⽣活を組み合わせた新しい⾔葉です。 

資料︓環境省 HP 

“地球温暖化”は地球に暮らす私たちみんなの問題です。 
⾃分ができることを考え、積極的に取り組んでいきましょう︕ 

⽮掛町地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）概要版 
2026 年 3 ⽉発⾏ 

発⾏︓⽮掛町 町⺠課 
〒714-1297 岡⼭県⼩⽥郡⽮掛町⽮掛 3018 番地 
TEL︓0866-82-1011  FAX︓0866-82-1454 

みなさんは、どんな 10 年後をイメージしますか︖ 
安⼼で快適な未来のために、今できることは何でしょうか︖ 

⼆次元 
コード 


